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電気怨信＠曾It（昭~2) iUI;t 

薄摂扶水品振動子の撮．動・

（特lこR，植の露媛漣についτ〉
lE.lll 官賞組織

〈淑波大学工学費の

，，絡雪

氷Aおmうてi:-11：前周波工学」ヒに広朗容れる寝泊：紹介さ
れて周もなし糊飲援助刊：倉喜し，そ。用除lこ.1fll
比例する周波数。綬換が掠常！こ利用される機になった

2比一鴎m々との授践に近接した.lVn.aの~っかりa

動いある窃が11¥ゐられ，筏1!b=予を共lil下として使用十
るにも， §ii鋳予ιして使用するにも，不健b：少〈なか
った．実用上の見泡から信筋線な所凋活者豊後・を除き

単一の妓動だけしかなL‘僚にlff＊ないも＠であろうか

と去奇襲~：短かった電信は云Ht也な＜. .：~i»鳴盟

荷な誌巧を加える伏み,,'6：録策された盛丸何れも大した

設坊をおさめる~：出家なかった．

策議唱事ばこの問題を解決するに怯，先ず以て筋慣涯

銀震がどんな禁盤。也＠であるかを究める必喜11»：~る
と。・..It!寝から，包々心をE事いて磨た泊三最低縫者。ー
入〈怨与） ii：創寵した祭針苦告とも云うべき，銀邸主4宇
な号蚕に包罰する色気鑓鑓o~旨の俣湾に飽幼した＠

が央銀となって，制。実割強帥に甥憶になった．

芯報告はその要点を現在a民主〈実用さ，l.てmる祭動
乎である所。 P.,titについて報告ぜんとナるも。でお

る．周知＠沼b，こolto関周に到しては院にゑ入。
務事崎袖帯当鮮毒自に鈎じて居る併でa.!I，且勿愈失
占特色はある由主侭れも釆だ金銭を餓!llしtt-i:居ない
経~：;i.る．

2. 薄複紋銀勤手・の摩味緩動と
総綜寸2量と＠関係

党n語。扇序として，険副理＠寸法晶穏臓に大~い録

。予について富Eに報告した結果。l!IJ.点を飽単に鎗ベF

"'Vib同助也。fThin m銘伺h智ic Q四E也 PIAta 
(I訟戸出.Uy叩鳥羽田SB鶴岡別!ArPia凶〉．
(fill文書号 Ullo)

2貝紹与人 λ
(.Jltltア圃』晶、
電製UI信母1il'It （昭~2)

窓蛤に混入ってffきたい．

．今授助手Rtiiのt夜箇への滋綴方向をF執 digonal
, nxis CO方向書官 s~！：：：.とると〈第 l 図舎照〉， 叡極の寸

語審請：sR.ぴg方向t己帽

である窃合に仇．板。

～e・ s・V・c.;[f 綬勤措置方向に往箆ナ
‘＼ノ百 γ る平筒波に2毒づ〈定在

昌也ι一一－－..・u Rに外ならない．鈴つ
ql_fll v －て総ての澄がa方向友

第 1,.. ぴg方向に褒化分がな

いと＠条件を忍勤。方程式にλれると，三窓獄。平沼
滋il:J耳られる揖もこの中庄電約に勤療し得るも・の＆み
をとり，且 F・0；及びE’Yo0珂箇に於いて釜がない
と童日条件をλれると，~の関係を得る．

国軍。ゾ百三；＝t}lt(g；豆釜動 く1)

u＝」皇制（grry/y0)6'-' ( 2) 

但し， ω 肱角周注~， tま密E乙句 tま毎怪~包位
B方向。努位

以上＠結集信．袋漢の形弐ζそ多少＇/Mって・mるが
既に度々 級告した廊である樹重量Iに加するhι匂
と＠認係会照〉

S方向。寸詮友ぴ・方向。寸法:IH咽であ＇Ut:上主主の

寂勧（,!E電釣に易獲し得る妥l!llo疲論It只1極， a援
しroない·~怨＠援助がそ岬悼2橿〉以外の摂動借金

<!> ！）得ない．然るにSi~震の援助手”にSをいては（1)
会で与量・られる周波書世にl!Cい祭勤及。銭動が沢山あるョ

して見れぽこれ等＠綴治信， g方向。寸lt:.及iF，方向
。寸法が有限である1;;lに起悶して底る警はEをない．然

・・ei..では勿E自覚分注ml(（仕.l:げた復路予聖対象と
して居る．仕上げが不充分なSol陣容については厨重量
D tζm＆した．

2 

しこ＂＇等＠援助がど＠織な妥飯島又寸混とどんな関

係＠祭勘定であるかについてぼ，~だ必ずしも充分決

然たるものがない．

一体標勤手。猿動実感ほ，飯田＠寸法語句曜である

おに，震E由民友v:摂動資態がC1)(2）爵式。示す』時＠
も＠からどの僚に民ったも＠になるか．そしてそれは

どんな方法で祭ればよいかと搾鎗t~腐心したが，ーゅ

の鈴みとして·~2 図に示す栂に，袋助手に配する電信

＠片方 Aを揺〈小事

い爾蹟にして哲也炉子¢

時中央に置き，民委管

による鎗袋回路でJa綬．冒
せしめ，摂動乎占民国＠

!Ho部分に他。電腸

Bを穆lbし，これに錫超ナる.鑑を網ぺて見る司書とし
た。この実験から発臨して聞もな〈務者世のー人｛循与〉

が求。如~鼠置を8障し， ζ＠給処従来会f.＆企図し仰

なかった，援助手。内部にSをける還の分布を観測する
窃が尚糸本問題。研究制蹴・的に池歩した．そこで

原序として先ずζ＠観測方法衣ぴ銭iJlilo~痕につきIi
E唱しそ＠みで酒陰的考療を治めたい．

3. S軍針去による鍍助手＠偲毎分布の蛾潟

銃者。ー人mu”が工夫したコ!ill告とまま5のは．関
わlfl事2闘に卸する電鱈.42)穏偲Bに制Lないで，同

也事実上領助手。曇簡を直前線隠した形式。も＠で，

S事S図。如〈夜砲を平留に仕上げた広い電福1:,!J汎を
15:け，こ＠孔にニ毘絹色錫富良〈富径約O.!mm）を鈴込
み． ζれを祭針としτ用いる．そしてζ＠録針に対掬
する援勤乎郁分を箆信ずるに怯，筏勤手。'J1をt喜助
ずる.とし，授E告別企絡線鈎盟＠伶＠国間に貼った隠
<flい三角形＠潟い紙otto上にaせ．祭助手＠土に

持

鯵 S 鴎

ぷ＆
S宇
崎‘k

aせた他方の電信<JU因。。に符当‘する電信〉とー
絡に鯵かに移動させる事とした。こ＠穏な思置にした

金なillr:btt，下＠包憶と疫勤子と泊寵怨して震ると，
袋路序に対向する録針。位置を診援1す：－.；場合民主善治

欽忽が：!f化して結果泊道怠になる＠を防〈%で~る．
獄様にして録鈴に怯， ζれ（：：：：；対宵する窓古事だけ＠勉鐙

に8変造する電脳鳴られるS更である． ζ＠電産者ピ哲明
ナるにほ，民凄管司r:物担した上段捜した。
こ＠畿な2~党ず観測獲量＠茸W陪箆箆ずる怠擦
で，銭蹴療鐙に疑問＠たい銀厳について＠袋測を行‘っ

た．句ち鑑形X叡「E飯岡＠一辺謁璃分筆〈且つ水晶

＠主織に平行で，他。辺が充分長いも＠について， Z量
も低い周波＆の綴舗網ち板画。長辺＠方向。縦媛勤を

rm;署して・JLた所，￥4闘の如〈，長遣の方向に路盤星空
位形，鰭辺の3曾f砲には殆んど一段な鏑語。分布になI).
予想泊りであった．

~Q 
c二匹寺ヨ
f制金鉄帥uC"t凶ば，1~"171

f.ji 4 It'll 

きて古書らlfii'J飯欽筏助手。援勤紅会いてはどんな錨

担分布になるか組員書して見た騎， 4まに.,SS図餌咽
惨で示す電設に，疲動＠愛怨車寄宿に建設として彦！＞.

縫ってこれを歓討する事により，袋灘套魯と摂動D:と
の宛沼も舜鴛に明畿になったe然し本積で捻その語誌

を忠実t：：級官ずる主りも，寧ろ結局D厨建し得たm量
的経切と祭針溢による実験的絵巣とを対自書し乍ら街を

諮ある怒としたい．

4. 尖援周滋•0溺定

綬Iii手。尖筏"1il急減非常にぬ.lfa.る上に，どの程
度に銭警なもの迄祭り上げて命ずベきかと量日点。剣

既埠;,p.－穴ケ監かったので，結局次＠綴な方量産によっ
た．旬ち曾て水晶周蹄慌ついて報告即した方法を利

用し， jfi5図に示す震に可l:J!l畿圏E主要患で周波書量を徐
徐に摘も渇積約に'R化し，一方こ0§11~買mo周護軍kitニ

常に問拐させた篭食綬動濁坊を蹄T，これに試続たる
水晶綬勤乎を遁度に鎗合事守て霞o.，水品類鋤手＠
共療に倖ない電気筏紛掴絡¢寵島裕下する。と＠電

Eを良書管電産計にスれ，その出カを官raォγ旨グラ
フで自創的l己記録事せた．この際共績e怠った周波書t



IS 6 胡

を記録畿の上で精密に決定し得る拠 .Ellに震汁た翠la
周ill水品発援器を混合管として愈舟し，その働力をオ
Y冒グラ7!0他e綬誠線千にλ..it.て基準用渡主主の位置
を袋訴すると共に，苛~周波発濃霧C蓄電器＠容量を
E電化する敏子台理由t－：－関車まする毎に，やはb標酌量規

われる模、にした．附録nozi錨16図，錦町周棺その飽
録倒である（.：；！噂写露穏期ま印鏑語句噂拐になる＠

を怒れ数字L~ た図を掲げる事－~ュした）.去号主主もな
〈，・共擬手。筏動t乙倖なう，仮面に霊置な方向＠電気

銅箆〈＠袋置耳慣分〉が大きい場合穏電気摂動庖路と＠

給舎が密であるから，共僚の谷由鴇〈且広〈なる．稔

って斯様な方訟で敏議した顕務なもC震実様ヒにも窓

恕漉すべきものである．

5.摩味援助〈共の1)

先ず廼到の方程式く－~えJ
ax. a.Jて c:tY. OSu 
-;n~ ＋ー有一＋T＝吋r,e包．

を水晶の場合につき第1図l三示した窓際結に到し書官

官すと，

L.,u＋品川G0tu=[ia!1'/8i'・ l 
H.,u+M.t1+l九切＝伊V/ot': > 

G.u十九吋1伽 ＝tiO'w/cl'J 
但し

L0~c11D~：＋向,D，＇＋蜘v.1+20~..Z九

」l-1~＝匂D.！＋匂D/+c.,D.i+2c1,D,D,

No=c.;5D0'+.o • .D,2＋匂;!l.2+2e:.DD, 

F0=c.0D,.1+c1,D,t+c,,4D.'+(c10十o,.)D,D,

Go=C0is+e.,. >D.L?.＋（知＋cJ~）D0D,

Ho=(ci.＋匂）D.D_.+(ei：＋句）DJ),

D.,, Dy, D，段5是々 島3ゐS方向＠備費量分
a;a令a;av.a舟zを袋ナ．
官惜した犠に鳴1図錦） !I草加方向を R1叡＠援

部へ＠港線にー致せしめ間拾にIt，附録Iv釆虐に

3 ・I' 

(3) 

京す設巴匂4，知，匂..旬＠闘っc認溢定愈は他＠定
数に比して相当小さい．そこでこれ等をー窓無Rし叉
漫位包ID11に罰する濁訟形式怯z方向a.ぴg方向＠
寸法が帽である時と異ならないと見て盤支な．い事，及

u:探針法による z方向及びa方向。筒穏の分鳴を診者
として，院みに衣＠如~隠を与えて見た．
u=..4.s訟佃・ oosfly •cos Tz • Ei"' l 

世＝Bcosα~・ sin,9y • cosiz • E'... > （り
叩＝Ocosa:i:・cosfly • sin n：・e'""J 
そして， i~o ＆毎 11-0&yo, z-o&:ro 11> 6商が疫

力を受けないと云『必要条伺4から＇ ;;XV調係を得る九

倒。＝何伽＝qπ，r匂＝nt (5) 

但し料 9,rは正密主主

叉（4）【めを（S）にλれて .tl,B,0を沼会すると．

1L_ .. , H G r 
H Jl-14'p F • 
G F N-wp 

偲L

L=cud-!＋匂61＋制戸，F=(c:i＋句）{!'t,

M=c出場所十cu!P＋匂，＇（！’ G=(cu＋匂）T•α，

N＝偽；a=+o4,fl!+Cs=~.H=(cu+cdS）α(J, 

α＝倒的， (J=qzt/:g0,T=rn/z0 

II, t>，唖＠努哲bA. B, O. ID比は（4)(li』をくB』に
λれた鎗呆に（6）から得.t:;.・e鑓をλれて求める耳!'l'.:Qt
創~る．くめを滅足する..tllJち援助It段与えられた寸
法句， y，恥砲に対し，無訟に多〈あるカむ同顎にも諸

ベた擦に， 寄hは特哩こ拘が"'o友ぴ告。によ主し充分小

さい場合広義いて，（1）究官与えられる周波致からあ

まり遺〈ない周設説。按齢差主として増える。

(lHむの与える周波it肱（6）に後いて町→帽，

"o→惜の窃合にE書当ずる事姑去奇趨もない．
拘，..措靖隈でおる場合唱己も，...Y肱Sに比し非

常に小さいCで， P,G, lfは L,M，』ずに比しJ芳．常

に小さL、。徒って（1）式に叡当する角周波書記ω怯

.,tp=L で与えられる.~結局設訟を .！ （白..12吋で

表わせIf,
(2/)2p=t:n('P／句〉’＋a,,,(!JfYG)•+c.,(Y/z0)'

(7). 

そしでこの場合 B，。肱 A に比し非常•t:JJ、き吋置

となI),R！立依事実上旬＠みと考えてよい.eiち

·~は c.o師事ではa留に於昨晶暴力だ町写院ならない

民 －zとの温度・で甘んず昌司停とした．

u=.A sin (P=/:t:o）・α'1S(gtty/yo)
• oos(nu／的・EJ""

で，給って板宿t：：：.於ける電気省事itl:>分布獄窓は
·dn('(Jft>i／；勾〉・倒【間~i叫で与えられる．

E害自簡はとの僕握壊を p,q,rCZ)ニ，三＠場合につき

~~移~＝！
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叉（7）動ら抑した（3,l, 0) ＇°鐙｛実銭 >ti，採
量t古監で＜＆，1,0）でるる穫を擁めた共援周波数より総低
い． ζ＠短り除後舗に主主ペる『暦務lfjな計算によ骨除

*E切•kes("IJ 宇宜ほg阻叫｛ま!ltr. （単に Syk閣の所簡
を紹介したも＠でるるうが） （）示して居畠Utll!Ei!O
~tt/llJ~－：：＞て.w~.

〈穫量t曲家る．

倫よ述。銀銭似外にも骨量窃ではあるが，（3,1,1）等

~ID種々な袋勤がa.る．そじてこれ等の場合に2をける
侭騒分布や俊動車t低金〈岡じ穏に2量調幽＊る．然しζ
れ等＠詳細c.ついて怯~省略する事とした．

B事S図f童図中に昆λした共俊民農訟で恐書置した居合
戸〆－.....， ＠探針告告による様車出

. ~：＂＝ε＝三こ 予板商＠中心線上に

r II i 11 uoF紬加する電衆勉鑓＠分
¥.. I＇「一寸一一『 ・JGOB色 布を示すもので， E

・"if t='事＝司直 践的にt主~6 留と岡

r 『咽I C形になって居る．

·~·~ ζ＠観測慨はL
3叫l i IH高明1}.D 0）縁。場合に，相廊
〉何一「rr,, ..も る山形岬抑制i
?J;二事ニーー が反対になって屠る

l「＼.~， 2置は，励緩電i摂と探

Jまゴこ 鮒ご現われる躍と

/II i !Huゆ晶 ＠位儒錫係を磁める
＼「 一一 . －件緩により此臨時易

rl.~ に列販出来た．そし

（棚オ食料-;a!lo＂蛸 ：－－－..・rt.F:）τこの駒：，，の脊主主
自Fs 図 。場合しか湯銭し4専

ない習をも有力に物待ってm乙．闘もPi!：偶iico宮寺1・三
位置負の音E分宮前問主主になるから．綴勤手i.:.対向ナる電

車屋t主将して与える静電拐事はま主1i1な〈なる．続脅すれ
ば医竃的に効緩由来ない．然し p-/J鴻設"t·~つでも，
授~予の袋甑は冨負差引き l/pの菌蹟の分L.il・，電溜
令を泡じて舛・：311箇！＆と給有効に結合しない関係になるか

ら，共援は pが大き〈なる寝鼠弱である• rが0以外
。!li£0：犠合，共振が常に微弱であるのも同じ塑I!.~信巴

よる．

街2事S阻＠偶福分布にIt，前述した漉~o』＝に，~
五!t'1>短い， S夜市の小事い援が怠，fi!して居るカもそのjE
体については後に常付eる，

6. 高決議道官努勤〈誕の1)

前節ではさ叙動主聖書5い周波象候按＠みについて主主
べたS主主綴盟申よb低い湾俊愈領域で也種々な共援鵡
渓釦tある．そしてそ＠援蹄t;j:OS種類に分鴛ずる

寝泊t出来る．

(1）共援淘震象b被薗のー辺匂のみに調係し，他

。寸法〈拘及び匂〉に無潟係な援助

(2）尖銀燭設設が向。みt:.R係し，他の寸法〈匂
・友ぴ F・3に無関係な援助



(8）共扱周絞殺が砲と加と＠問者に関係し，匂

に無お係な援助

a守00

4政陣
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一炉zc.；.・｝
z t，図

共祭m波星kを余すものであるが〈包t.I拘簡で滋ぺた
(1,1,均等＠飼捕、ゆ犠は略した為こ＠図中主領

軍出（l,1,0）主’低い周波愈領貌で（21,0, 0) (19, 0, 0) 

等と駒犯したもの同踏の（1）頗に民し， C0,0,33XO.

G,31) ~と附飽したもの怯飽猛C(.2）頬にBU.，！＼（~.
I.Olli （）銅〈附記したものは前述。（S）鎖に買する．
とo~除諜針昔告によりj 寸Z奮の瓜なる他。ゑ飼の:it：科
』乙ついてもImぺた給処と対照して強める穫が出来た．
録。〉量買に.!Iする援動t.t云~~也な＜（SHたにBをけ

る 'd／＇~:J・o. 'd/0.由。である穫を怠味ナる．従って

Lo=cuD.1, 11£.cs句DJ,N.=o.明D.'
.. Fo=c-,,IJ.,•, G.=O, 島田O

となる．そこで総ての箆位埠：E1I"'・判＠形で淡わされ
ると書替え，且z-o＆匂で益力が伺いて居ないと云う条
件守誼用すると，既に報告し~膨畑励の理倫仰と金

5 

〈同じゃーコ哲で， ;;ICID結製油鳴られる．

・ (u, 11, w)=(.A, B, 0) cos ('P7r'J/l/~）E·"" ( S) 

偲し 1o'p=c(.抑l~"f (9) 

で，〈めの第1~1-:対して陰 e・011，叉!IU.lilび

!3S;tl：.吋ずるetま~o＝衣J3tl5\':の由民である．

(re -o) (o・..，－c)-o.,.'=O

印ら e・29.03友ぴ 61.19Cl院位 10回匂也帽／cmりで
前~·は句〈回29.・均i:;，後和主ぽ圃民間に奔F首位

延ぃ． ζれ除 Om:6:ilil官官位小書い穫にIiづ〈．そして
叉ζれ泊稽町翁に対して除〈め式。σは効んど0で，後・
滑に侍して批B'/J:J音んど0IC.なる穫もIUちにわかる．
第静岡中1::.(21,0,0)(19,0,0）等と附記したものは

(8) ID~刷会寄与えられた綴鋤~a.:r.. 切ち例えば

句圃17，弘田園。時共筏＂＇ Irie/..鈴初旬で.U.pml9
である脚湯断滋で確になって居るのでf鰐1咽~11!1)

(9）式.IC.これ旬。E査を入れると e国総.Ss:<lO帥d!/nu/
cmS 邑なり，主主＂ll>i'H量＠榎le.~常に近、、即ちこ＠事費

動fまく8）のms食で禄わされる筏勤をある惑がわかる．
5高（2）銅に食する綬動俗的noSCl＞奴に』認するtft
!211と金〈悶む方録で原BH穆;6：幽＊る.Gilち今度低
(8）に a1a.-o.a1a1目。を用いる事から創Ji!し， a
依Jtぴ周波I'(ほ衣食e与えられる．
〈偽11,w）＝（ムB,C) cos(nrz/z。・El“（10)

ill L. el p= e<.何／s,,)1 (11) 

そして（10)0員u~に対して館伊句圃舗.97xl01山

n々個／叫がである．

!Ill周中にく0.0.SS)C0.0.31) ~と附記したもの

はc1o>om1式で与えられる綬動である．印も例え

ば〈匂・19ゐ祖国＠時J災後周波aI・2928kc』，co83
であるから.(11）式に必要な鐙をλれると e圃68~

XlO”釘E伺／tsrttl となり，土泡＠匂に弗需に·i4"'•
匂ちζの綴勤は（10)0鰐l女e与えられる銭訪である

窃がわかる．

LλJ:1jJ !l）鰍， 11<2＞馴れのお棚鳴いても，者証

敏次の拘廿よけしか実験的には現われない沼庖は，的

簡で』苦えたι雪量〈同じ濁胞による，
mu因。実融幌に怯．主綬盟国よりaまい周波象慨袋
、 ll~ー得。共筏周波＆地鳴って居る． ζ:ft.:6稲述

。脇町奴の綬鋤である．文2誌鍛盟由より綿当E置い周波
敏領~では，相当箆＆L.：た国凋を示して居る．とれ世事

に関しては:l(lill以除に除・rる．

1 . .l!i!味揖創〈誌のめ

!¥llil!iiO (7）求。与える周波4止に2まいでpがずヒ（！

6 

〈なるIC.従い実測信と＠飽りが周について来る穆健医

主主の勉りである抗そ＠原因怯jiJ5舗で＠やり方古帝

国1：：.鈴tする第界条件としてv-O&:v.o爾緩置に後ける
l"r-O 0条件措靖足されて居ない＠を見遜った為で

あろ号と考え， ζ＠点を放軍書した所，穿常に好銭呆を

得た．そ＠やP方としてtま， r・00易会ICついて増

えれ＇t渚分’である関係h it初から捻'CO盆ID• 方向
の｛盛儀9-ltぴ”はOであるとして鎚発した。宮町 e.,,

匂ω句等を祭.Gilした事館ζ＠場合も開設である．

今沼務方極式（S)o鎗.l.~02式から時現職す~＂ま

[<L..－~Jal') ＜品－,,asral')-B?Ju=o 
(12) 

今ζ＠磁性体内を或角周波数•CZ>毒性波が成虫穏定

車keでg方向に治行して居ると仮定する．部ち
凹 dt・g・剖といこれをく12）に入れると，

a:..1a；に到するこ次ヌf総支が得られる．そζで更に

.... ,181，と怪けIf，衣の如き方議式が傷られる．

(L-lii'p)(M-t~tρ－H'=O (13) 

fil L ／.~•ur+rJ. .11・匂...－＋匂~.

If－（句＋匂}4/J

この方訟式の与えるがの箇はこつある〈第5節、

は.P.ーつであるとした01：：.対し＞. Z撃し!l・位＠儀絡怯
勿言語•.－！） IO示す庚とJi'/んどAる管はないから，これ絡

の秘書r考包して官民＠知き形て引け．

u=(A1 sin B,y＋~舗nB,y)E::-> (14) 

．但しζhではStの中心函（n側註叫が却のを軍司Oと
した（ig5簡では板箇の片方を y=O，他＠箇を y＝め

とした＠に対し〉

(14）をmの第1式に用い:fl.If・:lit!専られる．
a(c11＋句）11

oj(J,..f，α>S B,y+J;A, cos 6,g)E'l-1 (15) 
但し J，・ J， 位知（－.＇p－~11-/l...,)/fJ に卸怜

aを11，及ti-/Jsと魯いた貨をt.る．
綬勤子＠表面が自由である場合＠接勤位決いて蛤，

先ず板。商簡（F 士拘／2とナる〉で歪カが0である

と云う条件が溺足きれなければならなL、

r oo ・au 1 、
x.＝匂l宮＋苛）＝0,I 

E ’~ (16) 
au 011 I Y.＝内．ーー＋内・－－＝OI 1az 1a,11 J 

即ち衣＠関係ID；成立しなければならない．

E.(ll;)=K(Pi) (17) 
但L

め...rro-a.'(c,,-c.,(o .. +o..)/a,.)-fPo.. 
orp－、肉汁6'011

xs回（会伽）
そして更にそoょに•－0畠均＠縮図で努力量t容であ

る為。条件J):fli.足されて居なければならなや択で怠る

が，この'}Jほ~5iilで考えた鎗に， t丘似釣に

α・：；.＝p;置 (18) 

で与えられる．

そこで結局共摂Alff設は匂と拘とが与えられた場
合， pit)夫~cgiJciJ(f窃aH巳告すし（UX17X1S）か
らfl,,/JsをiJI去し司専られる択である．前官ioaa:ll!
捻非常に?lliい短観で（7）式に卸する •u の代りに 1.2
x~.1 とした窃合。周波及に一食する事昌司泊、った．

l:il'i国及び~o図に後いて主祭E坊は，Lめよ，肩書い

周波金銀按で！111il.O'ilII)知き様式で紛飽した軍主総f主

計雰鐙を放す．即ち v~s O場合；己於いては，m匁Ml
と実測飽とIt~~によ〈ー猿してlaるが， p が衣絡に

大き〈なる巴縫い，次第に爽iJl.\!!.OleQIJと針官Z健省~;ij;

す鍍E患とは愛叉した傾向になる．こ＠穏については自5
9節で伺勉にする．

袋動資惑は，（4)I:ニillおにJltぃ.)J怯当Mo?J'である

から， Jfi(l国を y=Oとした今の怨会決＠織になるC!f
ば多〈段切を~しない。

u= sin (prr;r;/:&o) (..41sinB,y+Atsin8,y) E'"'-l 
11＝舗〈仰l~）（B，側Ps!!+B1舗B2YlE1"' J. 

(19) 

こ＠式に卸する .t,/.d！は与えられたら !.'oにますし

(lS) (17) (1めから求やた・を（lll)ID何れかーカに

λれると決定される．総しこ＆でほとれ等を具体的に

計算するitもないから省略し， E事。図で満足する移ι
した．

a 高次総窃策動（~の2)

勉9図を見ると，前節迄に考えた綬動＠外！：..E置に
も；－磁類。筏動事鶏って居る．と＠銭協は拘の.

少にftlない，均に支比例した鈍以」＝に渇ぃ周波ll:にな

るの泊滑にg蔵野な穫と，もーつは櫛憎によ0穏気濁

揺の分布を悶ペると， z方向にほ，鰐述。｛血の2量ての
場合とAなり，第11 図に示す例【相似の思1：：.より~

0図に卸する ~a2LL. 園田. 1－鉛akc t己政当〉。
S患に2・を偶窓に9-!I!した各Aalζ価損ie>縄大点が現われ
て磨る京である（•方向に肱縫化はない〉．これ画事。事

実を考慮して，前衛問機板薗でJIカ;6t零巴なる録件寄f



店法主主田
町叫立コ日

銀 10図乙I:.)
91> 11 図〈下〉

't認足する他。協を求めた．
聞も飢1節目Z於いては.c1sx11x1ti）から求めた袋動

。角周波Q・肱 St'• tis＇を共に IE<IPち /;pi』を共
忠実数ならしめる密であった品九 ζ＠外にs，＇及び＂－＇
を共t:j員〈即ちs.. ti: を共に－~）ならしめる健があ
る． ζ＠渇舎のlit飽rm批搾常l：＇祭舎である主主$い
間四図に示す寸s:ou(1.S＞拘／s・／p>l）で払相

当i'l6い近似で~o関係に一致する務を知った．

('l.fzJtiJ'p＝＞；官!3ta晶（y./z./p：》 t部E
eし単位低fをh 』鈎を園田，p司rg/t:m• でまZ
わず．

Jill問中に例えば 1:1“6,1,句！lo如〈附記した実潤
点。郷はよ鎗＠筏動に於ける pit>箆が 41に2芸当する
窃をffiして居る．

叙孤軍E勘ま栂惜に主る電気包慮。分郁潟 11図
＠像伝なって居る司書から，繍箇の位置を・－0＆勾とし

た場合a.. 1av ..側（prt;s/ro）でaされる司書がわかる．
縫って山側（prtS/Zo），帽 aln(pm：／~）で，且婚函

に於いては， E・V・0即ち化a<a1•1a.+e1.. 1M圃 Oを官事足
ザる事よ b も，ゐ回O 旬ち c11autos+e』~/O~~'J を
満足する怒。1J治活想的な嬰停となって居る.~·曾す
れ悦叫旬陪;;l:,e;i知念形丈君示される．

u= cos（抑＃.i:o{A1由；h81Y+At帥 S,y~E1"'l 
- -. 

胆抱（prrzf叩‘∞叫＋B，噛 8tY}1"'J
(21) 

C~Lを p~~ e;i窃合について園ff;したのl)軍事 ll闘で

・.a.る． -'- 宝克也8

錨十に現われて ア1 ／パ /• 
．居る給処から見る ＼ニ／ ＼ム／

と，鋤予＠細事.＇＂＇－＇＝－～－－＝＝－＂＂＇

ヰ己創する電気鑓縄 t-·~ － l ¥ b 
－伺，銀D-'J'f:.EL. 一一 一一ー

充電錨に絡し充分 ti'盟国

1 

な留置聖徳場者r与え侭なL般に思われる．これが為pが
偶D:~時官11.iitel!J鱈ナる電7t1tt.，霊負交互に p-1 田

町ち脊ゑ回現われ，総局外s電気圏！＆と＠結合が可Ill
一室皇宮すれば島綬可飽ーになって居る．と考えられる．

期橡な涜係で， ζ＠窃合には他。翁含と尽な！＞.pit) 

奇数値に守する共筏om~却って現われて麿ない．
米国（＼）倒砕を nexo叫 vibm剖m と名付けて居る

綬動fま，以上述べた海軍民鎗禽扱勤｛こ政当して居る泊も

按恕虞鐙が単なる推測~~つτ居る＠で，鎗12闘とは
六分鑓を民にした議悠が示してある〈文献（l)Omp~

ty, p.ZlS 晶 225~!!ft）ぱおりでなし pO奇数に政当

する摂理由JU実測健として冊子てある杭実際には帯
鉄次＠共筏拾偶数決。共僚に比般すると，事実上とる

・4こ足らなL位濁ぃ．

9. l!l味銭動とjg次総腐緩動と＠結合

第 13 図は~9図。一軍事を按$－Uきしたも＠である

..a...... l)t, こ＠留と!3s国とか

命令；抑制駒めか
I e 

h：..ー』 ・1明 。〉偲除弱授皆と商

11 、担ゆ叩衣糊蹴艇は，蹄帥

，悶4 ＼ にat合してE寄る。とれが
~ -'t.I•・3 副 為丸抱阜商に示す裁に

策 !.S 図 陣珠o.：昼寝鋤~怯l!P}l!I輸

省r恐5事広島袋ずる周波aに~いても，商~給際援窓が

E躍して駒村山鹿弘文篤111llilにi!lf患で於す滋な，
向。褒化に倖なう陣禄郎被訟の共扱周i!lltll>変化をm
ず債総と，商次続協療効q;>；砲を示す敵軍事とが交叉する

部分では，実際叫桶周波数It実線で示す曲線~栄つ

て居る．

(b）高女給陽銀動は主摂動より低い周波数鎖観で

は度理的に勧銀し得て居るが，．商い銀総では陽銀しに

〈い穫をf去してmる． ζれは筏勤手＠寸法と助祭周波
数との関係虫丸例えば鍔lS留のP点に叡E告する.な

窃合．資<le:鎗鰐寂即ζitしては， 1111EIで主主ベた僚に．
叡蕗縁。 1/4.5を介してお演されるに語H＇ないよに，
ζ＠摂動と厚除＠窃震動（1,S,1,0））油精合して居る込，

鋒者に綬勤it.>Sf：カS稲盛盆窓紘され，結局殆んど共摂
'/J認められなL也鑓蕗になったも＠と解される．

(c) 厚事長白銀覇防は po~敏OJ高いも＠程，商~償

協疫鋤と＠鎌倉坊穏になっt居る．これほ前磁l'Zに鎗

可iUillJで』＆--tた••a中主銀臼く1.1.0）以外＠も
のを促'it.I:mfllll ~ Jil，ぷ事にした．

8. 

じたJ事涼自民袈践にし
ても，荷衣絡協援勤

にしても，観方を窪

えると，互に摂勤＠

妥nこそ民る;6；，凡 ~ 14図

そf,g14因。知t.!U後体内に除ける平田~に~づ〈

定者Ei!l·であると去える．従って．事除郡綬動It)~敬語Z高

〈なると，そ＠波函館7i'5衣絡協震動＠窃含＠滋国と~

l¥'{I：.平ftにj!t＜なる。 C;il.;6＼為に問者＠絡会肱密とな

り，結合がなければ！$lS図。 .. 

鰍＠如き脚とな内初乱、旬、一

泊L 爽銭。榔こなる。そ＠主綱引·~＼吋同；
レ実銭。節分捻， lltl~した織に事＇＂＂~ヌモ←事岬
島袋濁録。為鍛弱で~る．結局・

絵展館鎗也図＠察側と鱈ゐて頬

似のもの邑なる訳でるる．

!3 !o図怯勿岱定盤的に示し ~ 15悶

た箆で，これを廷に定量的に命ずるに怯相当怨殺な計

算を廃する量も 具体的に剣'ilするmom働 t臓にな
ったら，他国を朗して祭り上げる事としたい．

10. 総括

以上を要約すると;ICO織になる．

〈内務叡吠水晶震動乎捻そ＠飽裂が気鼠にr.tけれ
Cf，，向有銀理由捻三箇煩あるだけでくそ＠緩盟申，J!l:ti何れ

も用除に匙比例する〉，且そ＠中＠幾っかrE電的に
勘袋し.{6る〈仮置に句肉l..1ヒ－)to電信銀を介して〉
に泊I(/ない泊も援助手。絡事Eは有限である泌に，組令
な軍~DO綴動車t可飽になる．

(b）録者。ー人〈怨与） n:Jg出し，線針法ι名付
けた衡な:11！告， Iiiち俊勤手に対向して居るfU鳴を貫い
て役ttt.－：£察針により，厚除Ii肉＠電章~~痴を検出する
方滋により，援~下＠傘候置に亙る電気盛鋸＠幹細な

分布を観翁する司書：f)：幽署長，これb窃怒b手。筏勤者ヒ解明
する有力な手段となった．

(c）筆者唱fti盤当り蟹菌＠ー辺が水品＠電気QI!に

平行な鑑形仮駅 B，鉱＠袋路につき検sーした主主そ＠
錨お失＠知t事~；窃らかになった．

(d）傍観摩除祭諮なる唱S~ci:>下に実用に供せられ
て書寄る祭動く本衝で信玄袋.，，，と名付けた〉怯， S震の翁
隠寸法中電気絡に盛iiな辺＠袋容〈匂〉に陪録5司係で，
電気随方向。寸法（~）をm＜するに従いよ 周波数肱

健かずつ荷〈なる．そ＠者お綜摘館第自国に宋す．

〈＠〉貌勧盗懲に，健主主庫球回銭湯邑商ヨll:ISS?混
．書出と＠二つの各事情与えた．宮崎時援助よ嫡ぃ周

建設＠舞勤e，主銭動と同線電気給方向。寸lli(:ro）揖r
鍾〈なるに淀川袋勤怠由溜かずつ＇i!S＜なる厨＠と，
震動t?，震動~＆に停ない外~oa化しない祭勤電車』

る．

修者路復関寸法＠ー方を滋少すると．摂動車が~ζ
れに逆比例しτ割目加する援助＇！？；筏勘a蛤絞商＠飽の
辺には治んど無調係・a.a.る．
尤也商ヨ尾根t窃綬勤＠中-fl!双却す批，そ＠須田b肢が
飯田o-m（：句〉＠外に陥商量〈駒〉にも関係する．
(I）綴動習E慾6尽なる2組続＠叡脚t翼々 Zに結
合して居る．

(g）本備に怯え統的共銭。殺しい擬励。み繰り」ユ

げた措もこ＠外にも極々な奏!!Ill>袋勧がおる移健表号
ま邑もない．

荷量事 本研究捻女＼$＇省特掌研究録交付金＠徳助

に主り符ったも＠である． ζ＠研究に到して隊東京大

学広用物理数窓犬弁録$滋鐙及ti鷲獄久－llil助数雲監二
極々有益な胴を脚？った穫をi!<S織する．叉実験
に当ってエ大＠池図録男密＠不慨。鯵カに負Hi帝も少
〈ない．併せて鮒窓を袋する．

!II Ill ~ S 

(1) B. A. 81回：α唱肺官官.Qwir旬。”凶st。r
E虫館紅色Illo加凶包 £dlttdb7 lt. A. lie凶ng
(D'. Wn ?f，恒国na.N•何 Y師自ら却46).
(2) B. D. Mi且必凪： 1'h!elu閣 -Sb蜘 l¥ndFlllra・ 
叫 Vゐ＝世前回。f0ηね』 Pin胸-J.A:P.22, 1. 
(March 1951) p. 316, ; ForQed Thickness・Sh脚
色.ndFlexui:叫 Vゐ回tlol¥Iof Pl田叫旬trlcOr7st:岨
Pl.-!絢-J.A.P.23, 1, (Jl¥n. 1952). p. 83. 
(3）古賀illl鍛，沼与人1¥:1.k晶周波計，本会ia83, 
＆〈明おー8).p・898.
(4) 1.忍宮町田n:Rlldl。En以前曽tna.3rd Ed. 
路<fl.MeG由wHlllB伺kCo. p. 424, Pip. 8-10. 
(5) 古賀滋賀~＝軍事板状e~j\m紛争＠厚事長鍵到。扱
重量IH.書聖書D~!J. ~！！世飽， SZ,627, （昭7・S)p.498;
Phil. Mag. 16, 104, (.A Q8. 19.お） p. 275. 

附録Ia穆4自の麗舗に伴う男2量定践の寵』陣
水晶＠電気絡を x弘主~＼－. ~自にとった窃合。

努佳~kほ（.$~ 10時匂n何回り

c11= ＆：！..~ ca• 7.%3 c,,,•-f<c:円u)
＂＂圃105.事1 c同－ 14~ m$9J.O 

c,,.. 51.12 Ca•’-16.82 

でるる泊tSl図IC余す線な関係に奮る続なfl領事告
’h S偽，に周い Ba~震に於い『E陪，.. 34•.v （ζ＠角皮は

偶然にも鋲盆Y以内にItいて帽－1ννすに等しい
事を京周し，附古車＠手＆を搾?B'!e-111＜窃晶；Ill.•た〉で



~る容を考鐙して計算すると〈単位 101・匂祖圃fem')

eu., SS.45 er.--8.24 en・27.llf
匂.－－2.26 e,ssllS.01 －＝~－6.BS 

q”－ 6.21 匂－lClS.ol ~－ a.~句
、－ S7.14 ＜..，~ 鎚Si 句盟主89

笥畠曾s 29.・m
俗本穏で給水＆。禽震はf世に・WOで＠箆

2.制•g/crtl・を徐った．

総鋒E複鈴子の仕上げ
従司民市寂されて居る程度。筏勤手で蛤，その位以子

治不発信＠耳蹄：少〈なしそ6箆萄＠苧積良及E芹ff
度，結$ID形を発令Z』念に位上げると，共書提＠箆懇惨

早1fjT1
品問積念品お

平lJ'r「F
ji016図吠斜＜R：事提〉仕上寸法〈皿皿）：

0・斜；X21.64~（電気紬方向）X2U2i

19 

金宅密し〈少〈なる.~書 18 簡は〈窺4節に，gペr-方言告
で~·めた〉そ＠傍も始~.土lil!C宋す極度。復縁な尖

授持盤を持って震た援助手を仕上げた鎗暴下回＠密

度になった．筆者号事が対重量として＇iBるon，ζ≪＞Jill8
目下回＠窃合。器製巴入念に仕よli'r-~慰~rにSきいて:.ft

られるm繍＠も＠でるる．
錦織に入念に仕上げたものについては，金〈刻。原

~.から認出しセ場合でも．金〈閉じ方位，閃じ寸法巴

さえ仕上げると，f量〈同じ特縫を示れ第 17図陰ζ
lt>i点をt宣lbるおに会鍛冶立＠＝つ＠鈴鰐について飼ペ

た結果を対罰して宋れ

①Pf! 
会－向、指~@rn 
j;;;;"-古；：：－づu

由民誼 初茸血
•S$. 

fiil7 m ~符てl"ffi）仕上寸法・〈凪皿）：
l.83sX14.S9,i （電気緒方向〉
xl~叫に主給方向｝

く昭和z4f!. 9 Jl i a:l(t:I') 
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